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出題の意図・解答 

 

 
出題の意図 

 
［ 確認テスト ］ 

 
問 1： この問いの出題意図は、提供された図 1から必要な情報を正確に読み取り、指定された計算（割合の

算出）を行い、小数点第一位までの精度で回答できるかどうかを確認することにある。 

 

問 2： この問いの出題意図は、日銀短観の DI（業況判断 DI）が低下した時期と、その時期に発生した主要

な経済イベントとの関連性を理解しているかを測ることにある。 

 

問 3： この問いの意図は、提供された 4つのグラフ（図 3、図 4、図 5、図 6）から読み取れる一見矛盾する現

象について、その背景にある理由を考察させることにある。 

 

問 4： この問いの出題意図は、与えられた図 3,図 4から情報を正確に読み取り、分析し、与えられた文章の

正誤を判断する能力を総合的に評価することを意図しています。 

 

問 5： この問いの出題意図は、与えられた図 7、図 8から情報を正確に読み取り、分析し、与えられた文章の

正誤を判断する能力を総合的に評価することを意図している。 

 

問 6： この問いの出題意図は、与えられた図 8のデータから必要な情報を正確に読み取り、指定された計算

（割合の差）を行い、その結果を小数点第一位まで求めるという、データ読解力と基本的な数値計算

能力を測ることにある。 

 

問 7： この問いの出題意図は、与えられたデータ（図 10）を正確に読み解き、比較分析を行い、その結果に

基づいて正しい判断を下すという、情報処理能力と分析的思考力を問いている。 

 

［ 課題解決レポート ］ 

 

中小企業の経営者という具体的な立場から、喫緊の経営課題（従業員数の過不足解消、黒字企業の事業

承継推進）に対して、どのようにコンサルティング的な視点やアプローチを活かして解決策を考えるか、問

題解決能力を問うものである。 

 

 

 
解答 
 

［ 確認テスト ］ 

 

問 1： 99.6 

 

問 2： 1998年（ 金融システムの危機と信用収縮（貸し渋り・貸し剥がし） 

2002年（ ITバブル崩壊の影響の本格化 ） 

2009年（ 世界経済の同時不況と輸出の激減（リーマンショック）） 

2020年（ 新型コロナウイルス感染症の再拡大と緊急事態宣言の再発令 ） 

 

問 3： 中小企業は賃金や福利厚生、知名度、労働環境といった面で大企業と比べて不利な立場にあり、 

優秀な人材の獲得や定着がより一層困難になっている。結果として、労働市場全体では求職者が少

ないにもかかわらず、個々の中小企業では従業員の不足感が深刻化しているという状況が生まれて

いる。 

 



問 4： 〇  × 

 

問 5： ×  〇 

 

問 6： 5.6 

 

問 7： 1980年代 （〇） 

 

 

［ 課題解決レポート ］ 

 

（解答例） 

① 中小企業の人手不足解消には、採用力強化と従業員定着率向上が重要である。そのためには賃金・

福利厚生の見直し、柔軟な働き方の導入で職場魅力を高め、多様な人材（休眠人材、外国人材、アク

ティブシニアなど）を活用する。ITツール導入やDX推進で業務効率化を図り、既存従業員の生産性向

上も不可欠である。 

② 黒字企業の円滑な事業承継には、早期からの計画的な準備が必要である。事業承継計画を策定し、

自社の「磨き上げ」で企業価値を高める。後継者候補（親族、従業員、外部）の育成を計画的に行い、

事業承継税制の活用や金融機関との連携で税負担や個人保証問題を解決する。M&Aも視野に入れ、

経営者が決断することが重要である。 

 

 

 

 

 


